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混種プレパラート中の特定個体の標示方法 (II)

津村孝平*

(の標本指示器 (Obj，隠t.marker) この器具については「顕微鏡の使用法」などとい

う書物には，その図などが載っているから知っておられる人が多いであろうが，くわしい

説明がしてないことが多いので，日本では余り普及していない。元来この器具はフィラデ

ルフィアの MAYという人が(Diatom-finder'として考案したものだそうである。これ

は対物鏡の形の金具で，考案された当時はその先端に小さい毛筆が偏心してつけてあって，

その部分が回転できるようになっていたのであった。この器具を顕微鏡のレポルパーにと

りつけて置いて，初めに対物鏡で鏡検して目的の珪藻を視野の中央へ持って来て，対物鏡

を標本指示器と交換して，前記の偏心させて取付けてある毛筆の部分を回せばカバーグラ

スの上に小円が描けるというわけである。後にそれを改良して，毛筆をやめてダイアモン

ドの小片をとりつけて，カパーグラスに小円を刻印するようにしたのである。現在でも先

端がゴム印になっていて，スタンプインキで小円を押捺するのがある。しかしそれでは消

えてしまうから，インキの点を打つのと大差はない。前記のダイアモンドはネジをまわす

とその偏心の程度を加減できるようになっているから，刻印される円を大小自由にできる

ようになっているが，余り偏心を減じると点になってしまうことになるので，精巧に作ら

れた優秀な標本指示器でも最小の円は直径350-4ωpmぐらいで，最大は4-5mmぐら

いである。紙面へ円を描くコンパスの簡単なものでは，ただコンパスの股を開くだけで直

径を加減するようになっているから，小円の時は鉛筆が紙面に垂直に近い状態で接するけ

れども，大円を描くときには鉛筆はかなり傾斜して紙面に接するので，そのような簡単な

コンパスではカラスロを使うことができない。カラスロを使うコンパスではそれが常に紙

面へ垂直に近い位置になるようにコンパスを屈折させることができるようになっている。

標本指示器ではダイアモンドの稜角が最良の状態でガラス面に触れていなくては良い円は

刻印できないから，円の大小によって触れる角度が変っては良くないので，高級な標本指

示器ではダイアモンドの先端が大円でも小円でも常に同じ角度でガラス面に接するように

作ってあるが，これが簡単なコンパスの股のような構造で大小の円に変えられるようにな

っている標本指示器もある。またダイアモンドの先端をちょっとでも襲損すれば，もうそ

の標本指示器は使えなくなるから，先端を堅い物に触れさせたりすることは厳禁しなくて

はならない。刻印をするときにはカパーグラスの上に1滴の油をつけて，その油滴の中で

刻印をするのである。珍らしい器具だというので，使用経験のない人などに貸したりする
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と顕微鏡へとりつける時に机上へ落したり，レボルパーを回してもダイアモンドの先端が

裁物台やプレパラマトに触れないだけの間隔があるかどうかを常に確認してから交換する

というほど慎重にしないと，万ーにもダイアモンドの先端が裁物台の上に触れたりしたら，

先端が製損してしまう。しかも返却された時に一見しただけではそれがわからないから，

粗雑な扱いをする人には貸さないくらいにしないといけない。

またこの刻印はダイアモンドペンシルでガラス面へ文字を書くように強く刻印される

のではなく，仮に直径5mmの円を刻印しても肉眼ではその円は全然見えないのである。

それはこの円になっている線の太さはせいぜい 19f.lm ぐらいで，しかもガラス面に非常

に浅く刻印されているからである。(肉眼で見える大きさは，視細胞の大きさと限の焦点距

離から計算すると，視角l'を張る大きさ以上でなければならない。視角l'は明視の距離

(25 cm)のところでは 73f.lmに該当する。)太さ 19f.lm ぐらいの線は1枚レンズの天限鏡

のようなルーペ(倍率は大概4-5倍)でやっと見える程度である。

注意すべきことは標本指示器を使う顕微鏡はレポルパーが正確で，どの対物銭を使っ

ても光執が正しく一致するものでなくてはならない。レポルパーに狂いがあると，目的の

物体を中央にして，その周囲に正しく円を刻印できないばかりでなく，稀には円周の線が

目的の物体の上を通ってしまうこともあり得る。また最大の円にも入らない物体に対して

は{一一)このように2個の弧で闘うという刻印の仕方もある。それで私は太平洋戦争が

終った1-2年後の未だ器械器具などが自由に買えなかった頃に，プレパラートを上方か

ら鏡検しながら，スライドグラスの下面へ円を刻印する集光器型の標本指示器を旋盤工に

作らせてみたこともあったが，光学器械を作るような精密旋盤機で‘なかったので，ガタが

あって理想的なものはできなかったことと，いちいち集光器をとりはずすので不便で・あっ

た。しかしプレパラ{トの下面に刻印する方法を用いると理パルサムなどが乾闇しない聞

にでも刻印できるし，刻印に失敗がないなどの便利はある。また標本指示器を使おうとす

る混種プレパラートは予じめ物体を極力疎らに封じなければ密接した2個以上の物体が1

つの小円の中に入ってしまう。それで最も理想的な標本指示器は小円でなくて，目的の物

体に向って←のような矢を刻印する器具であるとよいと思うが，未だそういう器具は販

売されていない。

また標本指示器で小円を刻印する方法は， 1枚の永存プレパラート中にある 1穫だけ

に(同一種であれば数個体ならよい)指示をつけるのはよいが，種類の異なるものへいく

つも指示をつければ指示をつけた意味がなくなってしまう。

(5) 指標入りプレパラートー名準単穏プレパラート(津村考案)珪藻などで標本と

して保存を要する種は単種プレパラートに作るのが最もよく，私はほとんどの場合単種プ

レパヲートを作ってある。しかし Clzaetocerosなどは群体の形を援さぬように釣上げて別

のスライドグラス上に置いて封じるということはほとんど不可能であるから，私はそのよ

うなものについては，この指標入りプレパラートとL、う方法を考案した。単種プレパラー

トを作る技法ができない人は一般の珪藻に対してもこの方法を利用すれば，ほとんど単種

プレパラートを作ったのと同様に使用できる。
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その方法は清洗ずみの珪藻をできるだけ疎らになるようにスライドグラスの上で乾か

す。単種プレパラートを{乍るにはこの状態で入念に鏡検して，必要な珪藻を毛の先などで

釣上げて別のスライドグラス上に移すのであるが，この釣上げが余ほど手先の器用な人で

ないと容易でない。それで釣上げをしないで，その目的の珪藻を指示する標識をその傍へ

つけて普通の混種プレパラートの作り方で封じてしまえばよい。その方法としてはクッキ

ングホイル用のアルミ箔をよく切れる鉄で少し長めの鋭三角を切りとり，その太い方に

だけ糊をつける。糊は普通の紙を貼る糊でよい。前記のスライドグラスを鏡検しながら，

目的の珪藻の傍にこのアルミ箔の細い方の端がその珪藻を指すように向けてアルミ箔をス

ライドグラスに貼ってしまう。このときアルミ箔の全面へ糊をつけてしまうと自由がきか

ず失敗になる。太い方にだけ糊をつけてあれば，目的の珪藻の大体近い所へアルミ箔を置

いて，鏡検しながら細いピンセットか有柄針で，アルミ箔を押して目的の珪藻へ近づけた

り，先端の方向を正しく目的の珪藻に向けたりする修正が自由にできる。いよいよこれで

良いとなったら，スライドグラスを加湿して糊を完全に乾かし，直ちに媒浸用のトルエ y

などを滴下して珪藻殻内の気泡などを除去して， ミヂアムを滴下し，カバーグラスをのせ

てしまうのである。注意すべきことは標本指示器のところにも書いたように 1枚のスラ

イドグラス上では， 1種(同一種であれば数個体でもよL、)だけにこの指擦をつける。非常

に珍稀な珪藻などで，どうしても必要な場合でも 2-3種だけに指標をつけるにとどめる。

もし別の種を目的とするプレパラートが必要なら，別のスライドグラスを使って指擦をつ

ける。スライドグラスを節約するつもりで1枚のプレパラートに多数の種類へ指標をつけ

たりすれば標本指示器の場合のように指標をつけた意味がなくなってしまう。もし単種プ

レパラートを作るとすれば1種ずつ別のスライドグラスを使うのであるから，指標入りの

プレパラートでも種類ごとにスライドグラスを使っても冗費ではない。むしろ単種プレパ

ラートよりも作る時間や労力は節約されている。

これは法藻のように乾燥によって脱水させて永存プレパラートに作り得るものにだけ

実行できる方法であって，ぬれている材料をアルコールで-徐々に脱水していく必要のある

微小生物には応用できないことは事実であるが，よく考えてみると血球(白血球も含む)

とか， 7 イクロトーム切片などでも永存プレパラートに作るには乾燥させる段階がある。

あるいは無殻の鞭毛虫のように薬剤jで固定することが困難な生物でさえも，巧みな乾燥方

法によって，かなり原形に近い形でスライドグラスに固着してくれる生物は決して少くは

ない。細胞内の微細な構造を電子顕微鏡でしらべるのでも，結局乾燥させなければ鏡検し

ょうがないことを考えれば，混種プレパラートに作るどこかの段階で，この方法で全く指

標をつけることができないという生物の方がむしろ少いのかも知れない。問題は如何なる

段階のときに，どのような方法で、乾燥させたら，最も原形に近い形で乾かすことができる

かにあると息われる。




